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区 分 概      要 

1. 検討項目 連絡機能のＮＡＣＣＳパッケージへの追加 

2. 変更要望 

 
検疫所から民間利用者に連絡書を発行しているが、連絡書に対する民間利用者からの

返答をＮＡＣＣＳにて連絡できるようにしてほしい。 

3. 次期仕様 検疫所から民間利用者に発行した連絡書に対する民間利用者のコメントを連絡できる
業務を新規追加する。 

1. プログラム変更の概要 

1 

項番 業務コード 業務名称 
1 ＩＦＥ 食品等輸入届出変更 
2 ＣＦＨ／ＣＦＨ０１ 双方向履歴照会 【新設】 

Ø 変更対象業務 

Ø   変更対象帳票 
項番 出力情報コード 帳票名称 
1 ＣＡＧ０１５ 検査実施通知書情報 
2 ＣＡＧ０１６ 連絡書情報 



２. 新設する双方向履歴照会の運用フロー図 

2 

次 期 

連絡書発行 連絡書指示内容実施 連絡書に対するコメント登録 届出変更 連絡書に対する 
コメント確認 

検疫所 

民間 
利用者 

① 検疫所が連絡
書、検査命令、
検査実施通知書
を発行する。 

連絡書 

② 連絡書等の内
容を確認する。 

検査の実施や 
提出書類を 
準備する 

双方向履歴照会 
（新規業務） 

双方向履歴照会 
（新規業務） 

⑤コメント内容を
確認し必要があ
れば再度、連絡
書を発行する。 

食品等輸入
届出変更 

（ＩＦＥ） 

④ 変更内容を入
力し、届出変更
を実施する。 

双方向履歴照会 
（新規業務） 

検査 
命令  

検査 
実施 

通知書 

双方向履歴照会 
（新規業務） 

民間業者のコメントを連絡できる業務を新規追加する。 

③ 連絡書指示内容
に対する回答を
登録する。 

届
出
変
更 



3 

連絡者には、入力担当者名（10桁）を出力する。 

コメントを入力し、送信する。 

検疫所名又は連絡担当者を出力 
 
連絡日時の新しいものから上位に出力する。 
最大出力件数は140件とし、 
新しいものから140件まで出力する。 
  

連絡書に対する返答をするために、該当の届出番号を入力する。 
※全ての欄が事前審査終了または、全ての欄の届出済証が発行さ
れた場合は、呼出しできない。 
 

応答時に、入力したコメントが出力される。 

3. 新設する双方向履歴照会の画面イメージ① 

検疫所のコメントなのか連絡
担当者（民間業者）のコメン
トなのかわかる。 

双方向履歴照会呼出し【新設】 

双方向履歴照会【新設】 



4 

全角148桁（半角296桁） 

届出変更内容を記載する。 

4. 新設する双方向履歴照会の画面イメージ② 

食品等輸入届出変更（ＩＦＥ）の変更イメージ 
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